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惹拶窃姥～庚穿
宝来講の目的地であ り、すべての伊勢街道の終点である伊勢神宮は、現代人の我々にとっても、非

常になじみ深い存在である。ことに大阪地区では、戦前から 「小学校の修学旅行は伊勢」というのが

一種のu定 番nで あった。また、志摩とひとくくりにして 「伊勢志摩」と呼ばれるように、観光地と

しても魅力的な地方である。伊勢神宮は年間約数百万人の参拝客を集めるが、その圧倒的大部分は宗

教的な目的ではな く、観光地の一っとして訪れていることだろう。

しか し、先の敗戦までは、天皇に連なる国家神道の聖地として崇敬されていたことも、また事実で

ある。ではさらに以前、明治新政府によって国家神道が政策的確立を見るまでの時代、伊勢神宮や伊

勢参宮は、一一般の庶民にとってどのような存在だったのだろうか。また、江戸時代の旅とはどんなも

のだったのだろうか。そ して、参宮客たちはどのようなコースで伊勢へと至ったのだろうか。

近 世 の 旅 ・伊 勢 参 宮

〔伊勢神宮と参宮の歴史〕

現在で は 「い;}伊勢 神 宮」 という呼称が一般的であるが、正式 には単 に 「挿醤」 と呼r:-」`o他の 神 宮 ・
t;んぐうしちよう

と区別 して、それらの頂点にあることを示すためであろう。社務所にあたる機関が 「神宮司庁」と呼
さんぐう

はれるのも、また一般 に 「参宮」といえば伊勢参宮を指す ことも、同じような意味合いといえる。

その 「神宮」は、篁笑挿蕾(い わゆる 「歯醤」)と 、襲 笑挿醤(い わゆる 「多信 」)の ふたっの

正宮から成っており、その下には荊着14社 、撰粧 ・茉粧 ・競誉粧109社 が属 している。 「神宮」はこ

れ らすべての総称である。
あまてらすおおかみ こうそ しん

内宮の祭神、刃照大神は、皇室の氏神(「 皇祖神」)と して天皇親祭とされてきた。記紀によると、
み つえしろ さいおうだい

皇居を出たのちも皇女が御杖代となり、現在地に鎮座以後は未婚の皇女を斎王代として、皇祖神とし

ての信仰が続いた。 このため、長らく私幣禁断とされ、これが緩和されたのは平安末期以降である。

伊勢神宮を、皇室だけでなく国家の最高神 ・全国八百万の神々の祖神とする思想、また、太陽神(天

照大神)と.(璽 蔓笑糊 からの連想か、農耕の神 としての崇敬などもあり、次第に広い信仰圏

を持つよ うにな って いった。
おん し

鎌倉中期以降、御師の活動によって信仰が庶民層へ浸透、交通事情も改善されて、参宮者は増加す
くおおぬさ　せ こよみ た
い まい

る。神宮の被官で神役人であった御師は、伊勢信仰を弘布 しっっ、神宮の暦(伊 勢暦)、 大麻、御札

などを配布 して米銭を受ける遠隔地商人であり、檀家が参宮する際は自宅に宿泊させる旅籠経営者で
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もあった。いわば神宮のセールスマンである。

戦国末期に各地の関所が撤廃 されると、旅行者は飛躍的に増加 した。なかでも中世から着々と信仰

を拡大 してきた伊勢神宮への参詣は、爆発的な状態を見せるときさえあった。天正13年(1585)、 イエ

ズス会のルイス ・フロイスはその書翰の中で伊勢参宮に触れ、 「伊勢に行かぬ者は人間の数に加えら

れぬと思っているかのよう」と述べており、参宮者の多 さに驚いている。

江戸時代に入ると、宿駅侮渡 などの交通 システムの整備も進み、天下泰平のもと民衆にも時間とお

金の余裕が生まれ、旅の大衆化はさらに促進された。享保3年(1718)、 伊勢山田奉行は正月から4月

初旬までの参宮者を42万7,500人 と報告 している。ちなみに享保6年 頃の全国人口は2,600万人(武

士 ・公家を含めると3,000万 人以上)だ った。

近世的な村落のシステムが確立 していくなか、村共同体を基盤として、褄勢講が全国津々浦々にで

きた。その多 くは御師と師檀関係を結び、御師は伊勢講を窓口として檀家を回り歩いた。伊勢講によ

る参宮は、講員の積立金による代参が多かった。参宮者は伊勢路を経て宮川の渡 しを渡り、御師の家

に案内され、そこに宿泊、屋敷内の神楽殿で神楽をあげ、内宮 ・外宮をはじめ、摂末社を回って参拝

した。

一方で、旅は日常からの脱却 ・逃避をかき立て、家族や主人などに告知せず抜け出す 「抜け参 り」

や、数十年周期で何百万人が大挙 して伊勢へと向かう 「おかげ参 り」という集団参宮現象も招いた。

集団参宮にはいくつかのピークがあり、慶'3年(1650)、 宝永2年(1705)、 明和8年(1771)、 文政13

年(1830)な どがよく知られている。とくに文政13年のおかげ参 りは前年の伊勢正遷宮と重なり、阿波

国百姓 ・治郎右門家笹のような奇談が人心を扇動させ、いっそう参宮を促進 したのである。

伊勢へ七度 蕪聾へ三度 菱岩さまには 月参り

伊勢へ伊勢へと 萱の穂もなび く 伊勢は萱葺 き こけら葺き

わしが国さは お伊勢が遠い お伊勢恋いしや 参 りたや
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〔江戸時代の旅〕

ここで江戸時代の旅と交通 システムについて、簡単に見ておこう。
ご かいどうとうかいどうごじゆうさんつぎ

「東海道五十三次」 「五街道」といった言葉は、教科書でもよ く目にしてきた。 しかし、これら以

外については、教科書でもあまり語 られていない。現実には、人々が幕府の指定 したとおりに歩 くと

は限らない以上、そこにはさまざまな人の流れがあった。

江戸幕府の交通政策は、幕藩体制の複雑さそのままに、 「幕府」と 「藩」の支配が複雑に絡み合う

ものだった。幕府では 「這翠墓奢1が 交通政策の最高責任者で、実際には勘楚墓書み兼任、官僚組織

も含あた役所全体として 「這串芳穿と呼ばれていた。この道中方が、五街道とそれに準 じる脇街道を

直轄支配 し、それ以外の道については、道中方の監督のもと、各地の領主が支配 した。

幕府道中方直轄の街道では、幕府によって整備が進められた。街道沿いには宿駅が定められて、宿

継ぎの業務を行なうかわりに、租税を免除 した。
ほんじん とんや

宿駅には本陣 ・問屋が置かれ、馬 ・人足が常備された。本陣は、参勤交代などの時、一行が宿泊す

るための施設で、各宿場の旧家など、格式 ・財力のある者が充て られた。既成の城下町を宿駅とする

場合は、本陣を置かない決まりであったが、実際には多 くの城下町が経済発展とともに商都化 し、宿

泊する大名が増えたため、本陣を置くところが多かった。

問屋は常備人馬の管理、毎日の宿駅業務の実際を担当 した。宿駅の駅長にあたる職で、村ならば庄
おさだめちんせん

屋 ・名主にあたる。本陣や常備のん馬を公用で利用する場合は、公定価格(「御定賃銭」)によった。人
あいたいちんせん

馬については、公用以外の利用の場合も、交渉の上相当と思われる賃銭(「相対賃銭」)で利用すること

ができた。 しかし実際には、公用人馬の不正使用が跡を絶たず、また公定価格は低 く据え置かれたま

まになりがちで、事実上は 「勤労奉仕による納税」であった。こうしたことから、本陣や問屋は財力

の裏打ちが必要になり、宿財政を支えきれない者は、没落していった。

こうした中で、一般 旅行者が宿駅に落としていく 「外貨」は、数少ない収入源であった。このため

幕府は、一般 旅行者の通行方法について厳 しく規定 し、宿泊は宿駅に限る、抜道を通行 してはいけな

い、との通達が くりかえ し出されている。宿駅以外で客を泊める村は、宿駅側にとって 「負担をせず

に収入だけ得る」と見えたのである。しか しr川 留めになった ら前の宿場へ戻れ。そこが満員ならさ

らに前の宿場へ戻れ1と いわれても、現実にこれを守ろうとする客は少なかったようである。

同様に、荷物輸送についても問題が頻発 した。各宿場の利益を守るため、ひと駅 ごとに荷物を積み

替えるのが決まりで、宿場を飛ばして直行する 「付け通 し」は禁止 されていた。 しか し、駅 ごとに積

みなおしては、荷痛みも激 しくなる。これに目をっけて、付け通 しを行なう運送業者が現れる。宿場

は幕府にこの禁止を訴える……。

街道の整備についても、大規模なものは、要人が通行する前 と決まっていたようである。道標や常

夜燈 も、公的機関によって整備されたものはほとんどない。圧倒的大部分は、沿道の村人や、都市の

豪商などによって建てられたものであった。

このように、幕府が街道を維持する目的と、庶民の旅とは、相容れない部分があった。これは、幕

府直轍 封道以外においてもほぼ同じだったようである。近世の交通 システムはあくまで 「戦時に備え

る」ものである。一般の旅行や、業者間 ・宿駅間の自由競争を前提とはしていない。とはいえ、平時
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が永 く続いて、経済問題をないが しろにできる状態でもない。そのために、さまざまな問題が起きて

くるわけである。

目を転 じて、旅行者側から街道の旅を見てみよう。現実の旅は、テレビ時代劇が描 くほど気楽なも

のだったとも思えないが、難行 ・苦行というほどつらいものではなかったようである。旅に出るにつ
どうちゆうてがた

いては、庄屋(町 場なら町年寄、都市では家主)に 許可を得て、道中手形を発給 してもらうのを建前

とした。手形は土産物屋で見かけるような 「鑑札タイプ」の物ではな く、書状形式である。発給元の

地方 ・旅行目的 ・通過する関所などによって、内容は多少変わるが、もっとも基本となる本文には、

旅行者本人の居村 ・宗旨 ・風体 ・旅行の目的などが記される。箱根関所あての手形には、この本文だ

けで終わるものが多いようだが、長文のものになるとこのあとに、宗 旨 ・身元に間違いはないので関

所を通 していただ くよう、と続ける。遍路などの場合に発給された手形はさらに長 く、もし行き倒れ

るようなことがあれば、ご当地の方法にて葬ってやってください、居村への連絡は不要です、と結ぶ

のが一般的であった。これが、近世の旅に随分悲壮なイメージがっきまとう原因になっているようで

ある。 しかし、死亡の場合はともかく、病気の場合なら、路銀などがなくて も各村の負担で居村に返

送(「村送り」)するのが決まりで、それほど悲壮に思う必要 もなかった。

いざ、旅立ち。一 日の行程は、成人男子で10里(約40㎞)程 度 といわれている。女子供連れで も8

里(約32km)と いうが、当時の旅人 は朝が早 く、夜明けとともに歩き始あていたので、それほど駿足

だったわけでもない。食事や休憩は、沿道の 「たてば立場」やri麩 」でとった。毎日擦り減っていく草鮭、

道中日記や落とし紙などに使う紙類などの必需品 も、沿道の村々で手に入 った。おもな分岐点には道
おいはぎ

標が建ち、渡し場には常夜燈が建っていた。今に伝えられる 「追剥」などの話は、後に誇張されたも

のが多いようで、タチの悪い交通労働者の代名詞 「曇鰯」 も、当時は誇 りある特権的労働者だったと

いう。

路銀に余裕があれば、駕籠や馬にも乗 っている。道中日記の類では、やはり峠道で 「馬代」の文字

を見 ることが多い。このあたりの心理は、今も昔 も変わ らないものがあるようである。さらにうれ し

いこと?に は、現代人と同じように 「まめ」を作って苦 しんで もいる。道中でどこの医者がよいと聞

いてはそこを訪ね、ヤブだったといってはまた別の医者を探す。歩く時代の人たちでも、歩くことに

苦労がなかったわけではない。

不安も多い。講などでの旅を除けば、宿は予約がきくものではなく、行ってみないとわからない。
かわど

当たり外れもかなりある。相部屋が常識だから、となりに寝るのはどんな奴かと気を遣う。川留めな

どの混雑時には、それどころではなく、宿場自体が満員になって、今来た道を前の宿場へ逆戻り。峠

道で行き暮れたら、という不安。やれやれ 。

それだけに、目的地に着いたり、帰郷 したりしたときは、大きくはあをはず している。とくに宗教
しようじん ないくう げ くう

聖地参拝に名を借りた旅は、 「精進落とし」という絶好の口実をも与えた。伊勢の 「内宮」 「外宮」

にr筈 希」を加えて 「参(三)割 という、粋な洒落 も残 っている(『勲囎D。

現代の旅に似ているようで似ていなかったり、似ていないようで似ていたり、のようである。
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伊 勢 へ の 道

〔留勢街道 と呼ばれた道〕

伊勢神宮に至るには、さまざまなルー トがあった。大きく分ければ、関東方面からと・京 ・大坂方

面からのルー トがあり、後者にはさらにいくっかのルー トがある。

関東.東 海方面からのルー トは、葎身蓼蓉街道(単 に 「倹i鐵封道」 「蓼菅街道」とも)と 呼ばれた
み えおいわけひながよつか いち

道である。四日市の日永追分(三 重県四日市市)で 東海道から分岐 し、伊勢湾岸に沿って南下するも

のである。近世には幕府から饒径建に指定され、沿道の遊興施設 も非常に多かったという。主な宿場

にはP(す ずか鈴鹿市)、 躊(同)、 醤(箋 郡縫 町)、 津(津 市)、 繊(松 阪市)、 鞭(誉

衛町)が あり、宮川を渡って苗宙(い せ伊勢市)に 着 く。現在このルー トは、国道23号線になっているが、

実際の国道の大部分は、新たに建設された新道である。近世の旧道の内にも国道に転用された部分は

あるが、集落など拡幅の困難だった個所では、古い姿を留めている。

このほかはいずれも京 ・大坂 ・奈良などからの道で、その大部分 は大和から伊勢に入る道である。
こえ あおやま きた は せ おもてあ お

よく利用された道としては、阿保越(青 山峠経由)の 伊勢北街道(初 瀬街道 ・伊勢表街道)が ある。
よこおおじは せ でらたけのうち

この道は、竹内峠から長谷寺まで大和盆地南部をほぼ真東西に貫通する横大路(竹 内街道 ・初瀬街道
はいばら う だ ふだ つじにし

・伊勢街道)の 延長部分といえる。初瀬か ら西峠を越え、榛原(奈 良県宇陀郡榛原町)の 「札の辻」

な ばり あ お な がさんほんまつ むろう

から東北の方向に進み、三本松(同 郡室生村)、 名張(三 重県名張市)、 阿保(同 県名賀郡青山町)、
い せ じ かいと いちし はくさん に ほんぎ おおのき た じり

伊勢地(同)、 青山峠を越え垣内(一 志郡白山町)、二本木(同)、 大仰(同 郡一志町)、 田尻(同)、

六矢(同)を 経て、聖護(同 郡錘曇町)で 参宮街道に合流する。現在、この道は国道165号 線として
ひさい

指定を受けているが、伊勢湾側の終点は久居市となっており、一志町から三雲町にかけては国道指定

か ら外れている。また、この国道 もほぼ全線で改良工事が終了、青山峠付近は青山 ・白山の2本 の ト

ンネルを穿 って通過 しており、昔日の峠越えの労苦を偲ぶことはできない。現在、このル0ト にほぼ

沿うように近鉄大阪線(昭 和5年[1930]開 業)が 走っており、青山峠以東を除けば、車窓からでも街

道の家並を目にすることができる。
おくう だ

いま一つは榛原 ・札の辻で伊勢 化街道と分かれて奥宇陀の山間部に入 り、ほぼ東進して伊勢に入る

伊勢栄街道である。北街道が比較的平坦なのに比べ、本街道は最短距離なが ら、険阻な山道が多い。

「おいせまいり して こわいとこどこか、ひ っさか(櫃 坂)、 かい さか(飼 坂)、 くらとりさか(鞍 取

つ る

坂)、 津留のわた しか宮川か」と謡われたが、これらの坂は全て本街道上の峠である。その他にも、
いわさか み つえいしわり

石割峠(奈 良県宇陀郡榛原町～室生村)、岩坂(同 郡御杖村)な ど、大小さまざまな坂や峠が進路を
すがの

阻んだ。しかし本街道は"神 の御心に叶ふ"道 として、多 くの利用者があった。これは鞍取峠、菅野、
やまとひめのみこと よこの

御杖など倭 姫 命の神鏡奉安の地探 しの道と重なっていたか らか も知れない。伊勢本街道は、横野
いいなん いいなん わ か やま よしの お がたの

(三重県飯南郡飯南町)で 、和歌山 ・吉野からの和歌山街道と一時合流、小片野(松 阪市)で 再び分

かれたあと、箱街(同 県多気郡多気町)で責鱗 街道と交差、笛3(同 県菱婆郡宝識町)で 和歌山荊街
みなみ

道(伊 勢南街道)と 合流し、宮川を渡って山田に至る(伊 勢本街道については次項で詳述)。

和歌山と伊勢松坂をむすぶ和歌山街道は、紀州徳川家の参観交替の道として、また紀伊(28頁 へ)

26 序説2



、

＼

伊勢への街道

倉.
＼ 京

内イ 裏
〆 ＼

ノ

＼奈 近

山 城)》

/

亀
山

/

関

伊
勢

鈴
鹿
災

長

適

加
纏

・＼

魅
ジ

、
!

＼
.r

江

ノ
伊賀街道Y●

じ 　1

勲 奈良鎚

郡山

♪

＼

ノ。
い

(
大

(

●

智
榛本

街

野
峠
'、賀伊

上
野

ノ

和c

針/

伊

横

御所

中
街
道

大
藝

下
市

ダ

五
條

路

輪

上
街
道

三

宇
陀
ケ
辻

桜
井

上
市

名張
r

榛 大野 ＼.
原 室生≧'へ

伊 勢
松山

霧

烈
へ.

.ノ ・.本

別街

道
道

五百野

街 道

街 道

、
柿仁

飼
坂
峠

)

勢

棊 伊農{　鰺 萱
峠＼屋

＼

松坂

ろ

四日市

18日永
fr

'

Ir

伊 宇
＼
- ＼勢 誓

§ ノ 、

爵 白子一 伊 '
'

覇 γ 1
ノ i

ノ'顕
i

勢

津
蟹

1ヒヨ
月本_

葱

相可 ノ～

鋤 §鋳
さ

男ノ』田酬
ダ

OIOkmcs

伊勢 神社 ¢i延

謹

i
宇治 金剛証寺
!志

摩

錯綜する街道名

慈恩寺～初瀬～榛原付近は、現実には1本 の道しかないにもかかわらず、数多くの名前の街道が入

り乱れている。近世の街道名は、現在の国道のようには起点 ・終点を明確にできないため、この区間

のように数本の道の末端部が乗り入れてくる場合には、いったいどの道の延長部なのか、人によって

受け取り方が異なってくるわけである。しかも、この区間の中に、初瀬街道の目的地である長谷寺が

含まれているため、話が余計にややこしくなる。

横野～伊勢にかけてもこれと似ているが、こちらはたくさんの道が入り乱れて貫通していく。粥見
～田丸は、和歌山に付属する区間とされながら、大和から直通するときには、本道も含めて 「伊勢南

街道」に変わってしまう。

桜井上 慈
恩

寺

初

1

榛
原
霊

三
本
Tyｺ1

r
上街道

ヨ
1

河1 初瀬街道 =〉 11⇔ 初瀬街道 ノ伊
内F

冒

横大路
-

1 へ＼ i 勢方 一

更/
一

伊勢街道 ⇒ 伊勢北街道 ⇒ 7へ
.._, 一

伊勢本街道
冨

幅
伊勢へ

i

一

1 1 i

榛
原
・

横

1

小片

畢

松阪へ

田
奈ノ 伊勢本街道 /

¥¥一 予良
へ

t

一

1〃i

」 置 一}一

伊
勢
へ

和歌山街道(紀 蠣 道)
1一

口 ∠

腎1
置

伊勢南街道 ⇒ 勿紀
L 享 和歌山別街道

粥見

近世の旅と伊勢 27



半島の西にある本城(和 歌山)と 、東にある領地(松 坂 ・田丸など)の 連絡道として・藩の全力を挙

げて整備された街道である。和歌山から騎筒(和 歌山県翻 河町)、 雛(同 県橋本市)、 擦

(奈良県五條市)、 鑓 籔 同県吉野郡芙蜘)、 蹄(同 郡吉野町)、 鵬(同 郡鮮 蜘)を 経

て韻 峠を越え、伊勢に入って繍(三 重県飯南郡鵡 町)溜 稀(同)、 管箭(同)、 鋼覧(同
まえのへたお いし ろくろ ぎ

郡飯南町)、 横野(同)、 大石(松 阪市)、 小片野(同)、 六呂木(同)、 駅部田(同)と 進み・松

坂城下に至る。先述のように、途中の横野から小片野までは伊勢本街道 と共用である。また、藩道と

して使用されてきた歴史から、沿道には藩主参観のおりの遺物や伝承を多 く残 している。
さくら

参宮客のためには、粥見から田丸への短絡道が設けられていた。粥見で和歌山街道を離れ、桜峠、

覇繕(多 気君薩綜日村)、 身星(同)、 聾箪(同 郡多気町)を 経由し、田丸で本街道に合流する。 この

区間だけをいう場合は和歌山別街道と呼ばれるが、高見峠を越える参宮ルー トとしては、伊勢南街道

とも呼ばれている。近世の道中細見記の類には、松坂への 「和歌山街道」ル0ト ではなく、この 「伊

勢南街道」ルー トで掲載されていることが多い。

一般に、大和側で 「伊勢街道」という場合は、この北街道 ・本街道 ・南街道の3本 のことをいう場

合が多い。

〔奈良盆地内の道〕
くらがりこえD

さて、奈良か らこれらの道に入るには、上街道 ・横大路などが利用されていた。上街道は、暗 越

奈良街道の終点、籔 池のほとりから南進し、榛栄と(奈良県麹 市)、 笄鍍需(同)、 続栄と(同)、

竺輪(織 市)を 経て、慧葭辱の追分(同)で 横大路に合する。現在でいえは＼国道169号線の北部

(天理街道)やJR桜 井線沿いのルートである。
たかだ やまと たかだ や ぎ かしはら

横大路は奈良盆地の西端、竹内峠からほぼ真東へ進み、高田(大 和高田市)を 経て、八木(橿 原
なか う だ っじ

市)で 奈良から吉野方面へ向かう中街道と交差、桜井(桜 井市)、 宇陀 ヶ辻(同)、 慈恩寺を抜け、

長谷寺の門前町 ・初瀬(同)に 至る。長谷寺参詣路として初瀬街道とも、またその先、伊勢へ通 じる

道として伊勢街道 とも呼ばれた。竹内峠か ら宇陀ヶ辻まで は国道166号 線のル0ト と、高田以東 ・初

瀬までは、国道165号 線とほぼ同 じである(大 和高田～宇陀ヶ辻は、165・166号線共用区間)。 鉄道で

は、近鉄大阪線が大和高田以東でほぼこの道に沿って敷設 され、同様に高田以東 ・桜井まではJR桜
と さ おおう だ みつちやや

井線 も並走 している。また、宇陀ヶ辻から南へとれば、土佐(宇 陀郡大宇陀町)を 経て三茶屋(吉 野

郡吉野町)で 和歌山街道(伊 勢南街道)に 合する。これ らの道の基幹となる横大路は、奈良盆地南部

の最重要幹線であった。

ただ、横大路の終点を慈恩寺と見るか、初瀬と見るかは微妙なところ。同様に、麹恩寺～初瀬～榛

原は本街道か北街道か上街道か、という問題 もある。仮定県道の 「上街道」は、慈恩寺も初瀬も通 り

過 ぎ、榛原から北街道を進んで三本松(宇 陀郡室生村)の 三重県境に至 っている。後述するが、近世

の人々には道を一っの名称で縛る概念は少な く、その意味では自分の現在地か ら伊勢へ向かう道は全

て 「いせみち」であった。現在のような街道名は、のちにつけられたものがほとんどなのである。

ここでは便宜上、横大路と上街道の双方とも慈恩寺を終点 とし、ここから榛原までを初瀬街道と呼

ぶ。したがって榛原の萩原追分を本街道 ・北街道双方の起点とする。
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たかせ ふくすみ

奈良から北街道へは、上街道の櫟本(奈 良県天理市)で 東に折れ、高瀬街道を経て、福住(同)、
つ げ やまぺ かさま か よい

都祁山(同 県山辺郡都示附)を 抜け、笠間越えで名張(あ るいは香酔峠越えで榛原)か ら合流する道
たかばたけ た わら

もある。奈良の高畑から田原を経由、笠間越で名張へ出るものも 「いせみち」として使われた。
こ せ

奈良盆地西部 ・南部からは、竹内峠、御所(御 所市)か ら檜垣本(吉 野郡大淀町)に 抜けて和歌山
あしはら

街道に合流する道や、中街道 ・芦原峠経由でやはり檜垣本で和歌山街道に出る道などがよく使われて

いた。

〔そのほか 「伊勢街道」として使われた道〕
き つ い が

奈良か らは、木津川沿いに伊賀街道が通っており、これ も参宮路として使われていた。京街道(京

～奈良)榛 簸 で離礼 簾(京 都府篠 郡/JQ町) 、塾(同 郡笠置町)経 由で伊賀に入り、蔦

ヶ蹟(三 重県薗笛郡島ヶ原村)、釜聾(同 県上野市)、 簸 峠から長野(同 県安芸郡箋董村)を 経て

津に至る。この街道は、津藩藤塑家の領地のなかを貫通している。津藩は、津に本城、上野に支城、

大和 ・山城にも領地を持っており、この道は紀州徳川家にとっての和歌山街道 と同様の意味を持つ、

まさに生命纏 このため、参観交替に使われる道ではないものの、津藩の手で宿駅毎渡 などの整備が

進められた。また、 この道には大和側にも伊勢側にも付属する道があった。大和側では、京街道の韮

勧(京 都府相楽郡臓 町)か ら縫 等峠を越え、繊 ら(同郡加茂町)を 経て識 崖(同 郡笠置町)

で本道に合流する。伊勢側は、:.(三 重県安芸郡美里村)で 本道か ら分かれ、伊勢参宮街道の蒼

鵜 分(同 県一志郡三雲町)に 入る。藩1ことっては、奈良～津が本道になるが、参宮客は月本に至る

道を本道 として通っていた。神童寺峠を通って伊賀街道に入るルー トは、山城南部からの参宮には非

常に便利な道であった。
おうみ せき ぺつ

京都 ・近江からはほかにも、東海道の関宿(鈴 鹿郡関町)で 東海道から分かれて伊勢別街道に入り、
くすはら げいのう むくもと くほた

南下 して津で参宮街道に合流するルー トがあった。楠原(安 芸郡芸濃町)、 椋本(同)、 窪田(津
え ど

市)を 経て、津の江戸橋で伊勢参宮街道と合流、津城下に入る。
いそべ

これらの街道の他、伊勢に入る道としては、南からの熊野街道や磯部街道があった。熊野街道は、

熊鳳 紺 鵡 面からの道である。騰(三 重県尾鷲市)、長島(同 県北羅 郡紀葎長篇靖)を 経て、

霰 峠から伊勢に入る。内宮別宮篭蜷 あ所在地である滝原(鰹 郡笑管町)を 勧 し、礁(多 気
おおくろだ

郡多気町)で 伊勢南街道、相可で伊勢本街道と交差、大黒田で和歌山街道と合流 して松坂に至り、伊

勢参宮街道に合する。この道も全区間が和歌山藩領のたあ、和歌山街道同様、藩の道 として重要視さ

れた・ しかし信仰の道としての側面 もあり、熊野方面からの参宮に使われる場合は、佐奈で南街道に

入って田丸経由で宮川へ出た。これとは逆に、参宮ののち、田丸からの熊野詣でに使われることも多

かった らしい。このためか、道中細見図の類は佐奈～松坂を描かないものが大半である。このため、

熊野街道の伊勢側起点を田丸とする考えかたもある。

磯部街道はV地 方からの道で、鞘熊ヶ岳南方を抜け、内宮にほど近い朝熊岳道の登りロへ出る

コ0ス であった。
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〔街道の呼称〕

以上が伊勢 神宮に通 じる主な街道であるが、各街道の呼称は統一されたものではない。現在の国道

番号 ・県道名のように、ひとっの呼称でひとっの道を特定するという概念は、近世の人々の中にはな
きた あ お おもて

かった。たとえば、伊勢化街道は 「阿保越」 「伊勢表街道」などとも呼ばれていた。さらに、同じ道

で も通る向きによって名称が異なることが多 く、北街道 ・本街道 ともに、伊勢側では 「初瀬街道」と

呼ばれている。大和から入る旅人にしてみれば伊勢道であっても、伊勢から出かける人にしてみれば

初瀬道、奈良道であったのである。同様に、同じ道で も目的地によって呼ばれかたが違 う、という現

象 も起こる。先述 したように 「横大路」は、奈良盆地の中だけ歩くなら横大路でもよいが、初瀬参詣

の目的で通る人には初瀬街道であり、伊勢参宮なら伊勢街道になって しまうのである。その意味では

奈良 ・猿沢池横の上街道を 「伊勢街道」と呼んで も間違いではないわけである。

余談だが、近鉄奈良線(当 時大阪電気軌道)開 業当時(大 正3年 、1914ごろ)の写真を見ると、上本町

駅に 「なら行」というネオンが掲げられている。 「大軌上本町駅」ではな く 「奈良行電車の駅」とい

う発想であり、近世の考えかたに近い。フランスは現在 もこの発想であり、 リヨン駅はリヨンではな

くパ リにある。また 「横大路」のような例としては、JRの 線名愛称がある。線区の一部に、正式な

線名と別の愛称がっけられたが、たとえば 「大和路線(湊 町～奈良)」を超えて加茂へ直通する列車は、

大和路線なのか関西線なのか判然としない。同じ電車でも、奈良で降 りる人には 「大和路線」であり、

加茂までの人には 「関西線」であろう。近世の街道名と同じ問題を抱え込んでいる。

さて、街道の名称が複雑である原因は、いくっか考えられる。いわゆる 「五街道」やそれに付属す

る脇街道など一部の主要道を除けば、幕府などの公的機関が統一名称を創 らなかったこと、そのため、

沿道の人々が銘々、自分の居所を基準にして道を呼んだこと(「 伊勢道」 「京道」というように)な

どである。五街道のひとつである鞘 遙でさえ、近世一般 の人々の間では 「きそ木曽街道」と呼ばれるこ

とが多 く、しかも 「東海道」からの援用?で 「木曽海道」という、およそ木曽にふさわしくない文字

が当て られたりした。

さらに明治になって、仮定県道を決定する際、その呼称がこれら近世の通称の延長線上に考えられ、

余計に問題を複雑にしてしまった。たとえば、ここで 「伊勢参宮街道」と呼んだ、現在の国道23号線

にあたるルー トは、近世の道標を見 るかぎり 「さん ぐうみち」と呼ぶのが妥当と考えられる。近代的

に呼ぶなら 「参宮街道」であろう。ところが 「伊勢路」という名称で幕府の脇街道に指定されていた

ため、仮定県道指定のとき 「伊勢街道」と呼ばれるようになってしまった。これに対 して、大和から

の伊勢街道 もまた 「伊勢街道」と名乗 った。のちに混同が問題となったが、歴史地理学者たちも四日

市～伊勢の 「伊勢街道」を改あないまま、大和側の街道名を変えて対処 しようとした。 この結果、近

世の道標などでは 「いせみち」とされ、もともと 「伊勢街道」と呼ばれるべきであった伊勢本街道は

「参宮本街道」と呼ばれるようになって、 「伊勢」と 「参宮」の逆転が起 きてしまったのである。

現在の国道のように番号で呼ぶのはともかくとして、 「鳥羽松阪線」というような、両端の地名で区

間を特定す る県道名型の発想も、近代当初にはなかったのである。

本稿では、歴史的にももっとも妥当と思われる呼称を使用した。従って、一部の地名辞典などと

は呼称の違いがある。御了解 ・御注意をお願いしたい。
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伊 勢 本 街 道

きたほん

伊勢街道のうち、近世後期までよく利用されたのが伊勢本街道である。 この北側に北街道があり、

両者は密接な関係にあった。
やまとひめ

本街道 と北街道のどちらが古い道かということは明確にできない。本街道沿いには倭姫命による神
はしはか さいおうきゆう さいくう

宮東遷にまっわる伝承や、古代祭祀遺跡などが多 く、箸墓古墳(奈 良県桜井市)と 斎王宮(斎 宮、三

重県多斐郡萌菜日町)を 結ぶ、北緯34度31分 、いわゆる 「太陽の道」との関わりがあるともいわれた。

一方、奈良 ・平安期の斎王道はのちの北街道にあたると思われる道であった。このルー トは都から東
えきてい おおあ ま てんむ

国への最短路にあたり、駅逓の制度もあったらしい。壬申の乱では、大海人皇子(の ちの天武天皇)

がこの道を東国へ向けて進み、初贅 ・蔭り(名張)の 駅家を襲撃 している。 しかし、醜 峠からの街道

が開かれ、南北朝期に斎王制度が断絶するなどして、北街道は一時衰退 した。

逆にこの時期、伊勢国司韮筥民の城下～多黙(三 重県竺急郡箋彩村)を 街道筋に持つ本街道が、と

くに南朝側の重要幹線として重視された。本街道沿道には北畠氏系の家臣や地侍の山城が険阻な地形

をたてに点在 し、さらに吉野への街道が開かれていったのである。
おんし

折 りしもこのころ、御師の浸透などによって参宮者が増大 していた。街道沿いに領地を持っ支配者

にとっては、領地を通過するものから関銭を徴収すれば、重要な収入源になるとあって、関所が数多

く作 られた。伊勢参宮街道では関所の濫設を室町幕府が戒めるほどに乱立していたが、本街道では大
はいばら せ つのがわら あかばね たは ぐち もろ き の

和国内だけでも萩原、長谷、角柄、赤埴、田口、諸木野ほか、5つ の関所があった。

統一政権の成立と江戸幕府の開府以後、関所撤廃、街道筋の整備などの交通政策がとられ、より多

くの参宮をうながした。本街道はK神 意に叶ふ"道 として多くの利用者があったが、険阻 ・急峻な道

は旅行者から次第に嫌われるようになる。本街道の大部分は幕府領であったが、積極的な交通政策も

なく、比較的平坦な北街道が大和か らの参勤交代 による整備で発展するにっれ、次第に北街道にとっ

てかわられていった。前項で 「ひっさか、かいさか、くらとりさか……」の謡にふれたが、これはそ

う大袈裟な話でもなかったようである。筆驚豊笈の紀行r著 釜管詣』には、宣長が大和の旅を終えた
はいばら

帰路、榛原で一行に本街道越えを指示した際の様子が描かれているが、一行はこの道を通るなど考え

ただけでも恐ろしい、とふるえあがっている。

明治に入って一時本街道の改修、新道建設が盛んとなり、馬車 ・荷車が通行できない峠道の改修、

迂回路の建設が各所で進められた。とくに、織(隼 箆郡榛原町、当時茜鞍封)か らW(同 郡曹歯

村、当時塾 村)に かけては、本街道は全面的に放棄され、トンネルを穿って簸 峠越えのル_トに

変更 された。しかし、このころすでに、奈良～伊勢は関西鉄道 ・参宮鉄道によって結ばれており、徒

歩による参宮そのものが旧時代のものとなっていた。徒歩参宮の記録は、大正ごろを最後に見られな

くなる。街道筋は往年のにぎわいを失い、幕末に創業 した宿屋等は次々に閉店、転業していった。さ

らに昭和5年(1930)の 参宮急行電鉄(現 近鉄大阪線)の 開通は、大阪や奈良からの日帰 り参宮を可能

にし、本街道に決定的な打撃を与えることになる。現在、街道の旧宿場町は過疎化の波にあらわれて

おり、残された道標や常夜灯、また古い町並がかつての姿を今に伝えている。

さて、伊勢本街道の道中にっいての詳細は後述にまわすとして、ここでは明和5年(1768)のr伊 勢
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道中案内』から沿道の宿場と里程を簡単にあげておく。峠の名前などは原文のままで、現在とは一部

異なっているものもある。

奈良～(1里)～ 帯解～(2里)～ 丹波市～(1里)～ 柳本～(1里)～ 三輪～(1里)～ 慈恩寺

～(1里)～ 初瀬～(1里 半、西坂峠あり)～ 萩原～(1里 半)～ 赤埴～(1里 半、石割峠あり)～

田口～(1里 半、山粕峠あり)～ 山粕～(1里 半、鞍取坂あり)～ 桃俣～(1里 半、桜峠あり)～ 菅

野～(1里 、神末峠あり)～ 神末～(半 里)～ 三本松～(半 里、岩坂峠あり)～ 杉平村～(半 里)～

石名原～(半 里)～ 契灘 ～(1里 半、飼坂峠あり)～ 多気～(2里 、櫃坂あり)～ 仁柿～(2里)
つろ

～大石～(1里 半)～ 津留の渡 しをへて霧へ～(!里 半)～ 相可～(3里)～ 田丸～(1里)～ 宮川

の渡 しをへてさらに30丁余で山田へ。

この道中案内には、奈良から山田まで36軒の宿や休所が記されているが、実際はさらに多くの茶屋

宿屋があった。また沿道では接待場を設けて旅人に湯茶を接待 し、路銀の持ち合わせのない人には施

行宿をおいた。そのほか、沿道の村人や都市の豪商などが、道標や常夜灯などを建て、参宮者の便を

図った。
そうせき

なお、本街道を利用 した文人として、中世では連歌師の宗碩(?～1533)が あげられる。彼は菅野か

ら多気に入り、北畠少将家で対面をはたすと早々に多気を辞 し相可に出ている。その他、僧、公家衆、

武家など、中世の利用者は多かった。近世では、先述のように本居宣長が有名で、弟子と共に日記を

書 き残している(r菅 笠日記』など)。 彼は吉野からの帰路に本街道を利用 したもので、多気では先

祖の墓に参っている。 しかしここからは本街道を離れ、下多気から松坂への最短路である白口峠を越

えて松坂に帰った。
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